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「ア卜ピー性皮膚炎」の活動記録
経緯：
和漢薬研究所統一テーマ「アトピー性皮膚炎jは平成10(1998）年度から開始された。この年度の当初から，
研究所の各部門が協力し，統一テーマで、和漢薬（漢方方剤，漢方薬）の研究を推進する討議を始めた（将来計
画検討委員会）。病態生化学，細胞資源工学（現・薬物代謝工学），化学応用，資源開発の4部門で小委員会を
形成し，テーマを種々検討した結果，「アトピー性皮膚炎」を取り上げることになった。
なお，研究経費は各部門の負担が原則jだが，渡遺所長によるリーダーシップ経費，所長委任経理金および，
平成10年度から3年間，「教育研究学内特別経費Jに応募，採択された学長裁量経費を充当している。
研究内容は，病態生化学部門においてIgE介在性の3相性皮膚反応モデ、ルが構築されていた（TaharaE., 
et al.: Allergology International, 48 : 265-273, 1999）系を用いて漢方方剤の活性を評価し，作用機序や採
用成分を探索することになった。
統一テーマの特徴は個々の生薬ではなく方剤の水煎エキスを出発点とし，構成生薬，作用成分に戻る点であ
る。狙いは，和漢薬研究所オリジナルの新たな方剤を創案することである。
平成12(2000）年度から臨床利用部門も参画し，現在では5部門が協同して研究を進めている。
活動：
統一テーマの研究進捗状況は，平成11,12年度の研究所全員発表会にて報告してきた。実験に用いたマウス
IgE介在性の3相性皮膚反応は，人のアトピー性皮膚炎の病態を反映するモデルで、ある。とくに3相自の炎症
を抑制する西洋薬はステロイド剤のみであり，この炎症を抑制する漢方方剤が期待されている。すでに25種類
ほどの漢方方剤の活性を評価し，その中から5種類の方剤に絞り込み，作用成分の探索や構成生薬の研究段階
に進んでいる。 5種類の方剤は，小青竜湯，治頭清一方，桃核承気湯，当帰飲子，白虎加人参湯である。
この研究所統一テーマに関する原著論文，学会発表記録を以下に示して， 2000年の活動報告とする。
原著：（統一テーマの活動報告を研究所年報に初めて掲載するので， 1999年の業績も記載する。）
1 . Tahara E., Satoh T., Toriizuka K., Nagai H., Shimada Y., ltoh T., Terasawa K., and Saiki I.: Effect of 
Shimotsu-to (a Kampo medicine, Si-Wu-Tang) and its constituents on佐iphasiccutaneous reaction in pas-
sively sensitized mice. J. Ethnopharmacol., 68: 219-228, 1999. 
2. Yamada T., Tahara E., Nagai H., Terasawa K., Tani T., Nunome S.組 dSaiki I.: Effect of some Kampo medi-
cine, including Tokaku-joki-to (Tao-He-Cheng-Qi-Tang), on lgE-mediated triphasic skin reaction in pas-
sively sensitized mice. J. Trad. Med., 17: 17-25, 2000. 
学会報告：
1. 田原英一，鳥居塚和生，伊藤隆，済木育夫，寺津捷年：マウスのアレルギー性3相性皮膚反応に及ぼ
す漢方方剤（四物湯）の効果，第50回日本東洋医学会総会， 1999,5/24-25，東京
2.佐藤亜希子，中村憲夫，間柄善，服部征雄，山田智裕，済木育夫，難 忠人：アレルギー’性疾患モデ、ルを
用いた桃核承気湯の活性成分の探索研究，第17回和漢医薬学会大会， 2000,9/2-3，東浦町．
3.巽武司，山田智硲，永井博士主，布目慎勇，寺津捷年，済木育夫：マウスIgE介在性3相性皮膚反応に及
ぽす白虎加人参湯の効果，第17回和漢医薬学会大会， 2000,9/2-3，東浦町
以上
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